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 本書について 
 

本書では、IFRS タクソノミを使用した提出書類作成時の XBRL データ（報告書イ

ンスタンス、企業別タクソノミ）作成以外のファイル作成仕様について、EDINET タ

クソノミを使用した書類提出時との相違点について説明しています。 

本書に記載以外のファイル作成仕様は EDINET タクソノミを使用した際と同様と

なりますので「提出書類ファイル仕様書」をご参照ください。 
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③ＸＢＲＬを保存 

IFRS タクソノミを使用した XBRL データの提出時に作成し

ます。XBRL データ（報告書インスタンス、企業別タクソノミ)

を｢XBRL｣フォルダ配下の「EnglishDoc」内に保存します。 

②監査報告書を保存 

監査報告書データを「AuditDoc」の直下に保存します。付

随ファイルはサブフォルダ内に保存します。 

①本文を保存 

提出書類本文データを「PublicDoc」の直下に保存しま

す。付随ファイルはサブフォルダ内に保存します。 

 

1 使用するフォルダについて 
 

IFRS による書類を提出する場合は、以下のようなフォルダを作成します。 

次図は「edinet_data」というルートフォルダの配下に、各提出用フォルダを作成

した場合の例です。 

IFRS タクソノミを使用した XBRL データを提出する際は、「XBRL」フォルダ配下の

「EnglishDoc」へ格納します。このとき、EDINET タクソノミを用いた XBRL データ

を同時提出する場合であっても、同様に「XBRL」フォルダ配下の「EnglishDoc」へ

格納します。 

本文データは日本語となりますので通常通り「PublicDoc」の中へ格納します。 

EDINET タクソノミを用いた提出と同様に、「AuditDoc」の作成と必要に応じて、

「AttachDoc」、「PrivateDoc」、「PrivateAttach」の各フォルダを作成可能です。詳

しくは、「提出書類ファイル仕様書」をご参照ください。 

 

● ＩＦＲＳ適用による書類を提出する場合のフォルダの構成 

 edinet_data  

 PublicDoc 

   サブフォルダ 

 AuditDoc 

   サブフォルダ 

 XBRL 

   EnglishDoc 
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2 表示情報ファイル 
 

2-1 IFRS タクソノミを使用した XBRL のみ提出する場合 
 

IFRSタクソノミを使用して作成したXBRLデータに対しては、XBRLデータからHTML

への変換が行われないため、表示情報ファイルの提出は必要ありません。 

 

2-2 IFRS タクソノミを使用した XBRL と EDINET タクソ

ノミを使用した XBRL を同時提出する場合 
 

IFRS タクソノミを使用した XBRL データと EDINET タクソノミを使用した XBRL デ

ータを同時に提出する場合、「XBRL」フォルダ配下の「EnglishDoc」を使用して EDINET

に提出します。この場合、いずれの XBRL データも HTML への変換は行われないこと

に留意して下さい。 

IFRS タクソノミを使用した XBRL データについては、表示情報ファイルの提出は

必要ありませんが、EDINET タクソノミを使用した XBRL データについては、表示情

報ファイルを提出するものとします。 

 

表示情報ファイルの作成については「提出書類ファイル仕様書」をご参照くださ

い。 
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3 HTML 作成上の留意点 
 

IFRS タクソノミを使用した XBRL データを提出する場合、XBRL データから HTML へ

の変換が行われないため、提出者は当該財務諸表部分について HTML も併せて作成し、

提出する必要があります。 

また、IFRS タクソノミを使用した XBRL データと EDINET タクソノミを使用した

XBRL データを同時に提出する場合には、EDINET タクソノミを使用した XBRL データ

についても XBRL データから HTML への変換が行われないため、提出者は当該財務諸

表部分についても HTML を併せて作成し、提出する必要があります。 

なお、XBRLデータとHTMLデータに含まれる内容は一致している必要があります。

両者に齟齬が生じないよう、十分確認した上で提出するようご留意下さい。 

 


